当る 度に、 たぶ りと 云う かすかな 音が 聞え た。 が、 女 

は 未だに 来ない。 

ま 

尾 生 はや や 待 遠し そうに 水際まで 歩 を 移して、 舟 

1 艘 通らない 静な 川筋 を 眺め まわした。 

あ し すき ま 

川筋に は 青い 蘆が、 隙 間もなく ひしひしと 生えて い 

ところどころ かわやなぎ 

る。 のみならず その 蘆の 間に は、 所 々 に 川 楊が、 こ 

ん もりと 円く 茂って いる。 だから その 間 を 縫う 水の 

おもて ぉブ 

面 も、 川幅の 割に は 広く 見えない。 ただ、 帯 ほどの 澄 

き らら めつ き 

んだ 水が、 雲母の ような 雲の 影 をた つた 一 つ 鍍金し な 

がら、 ひっそりと 蘆の 中に うねって いる。 が、 女 は 未 

だに 来ない。 



洲を、 いよいよ 足早に 歩き 始めた。 その内に 川の 水 は、 

一寸ず つ、 一尺ず つ、 次第に 洲の 上へ 上って 来る。 同 

たちのぼ も におい 

時に また 川から 立 昇る 藻の 匀ゃ 水の 匀も、 冷たく 肌 

に まつわり 出した。 見上げる と、 もう 橋の 上に は鮮か 

き ようらん 

な 入日の 光が 消えて、 ただ、 石の 橋 欄ば かりが、 ほの 

く. V がた 

かに 青んだ 暮 方の 空 を、 黒々 と 正しく 切り抜いて いる。 

が、 女 は 未だに 来ない。 

尾 生 はとうとう 立ちす くんだ。 

川の 水 はもう 沓を濡 しながら、 鋼鉄よりも 冷やかな 

光を湛 えて、 漫々 と 橋の 下に 広がって いる。 すると、 

ひざ けいこく 

膝 も、 腹 も、 胸 も、 恐らく は 頃刻 を 出ない 内に、 この 



来ない 恋人 を いつまでも 待ち 暮 したよう に。 

(大正 八 年 十二月) 
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